
法第２条第７項第２号に係る特定信書便役務の提供区域等の概要

１　申請者名：

２　提供区域又は区間：

３　送達手段：

４　最長時間経路

	道路名
	始点
	終点
	方向
	所要

時間

(分)a
	距離

(km)b
	平均

速度

(km/h)

b/a×60
	制限

速度

(km/h)

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	合　計
	
	
	
	
	
	
	


○移動実測時間（分）

　　平日の朝夕の混雑時間帯：

　　　　（計測日時及び天候：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　平日の日中時間帯：

　　　　（計測日時及び天候：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　○通常移動時間（分）：

５　引受等所要時間（分）：

（最長時間経路のほかに最長距離経路がある場合のみ以下も記載）

６　最長距離経路

	道路名
	始点
	終点
	方向

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


　○通常移動時間（分）：

注１　法第２条第７項第２号の特定信書便役務を提供する場合のみ作成すること。

　２　最長時間経路とは、提供区域又は区間において信書便物の送達に用いる経路のうち、道路交通法（昭和35年法律第105号）の規定及び同法に基づく命令の規定を遵守して信書便物の送達に用いる送達手段で当該経路を移動した場合に通常要する時間が最も長い一の経路をいう。

　３　始点及び終点の欄には、当該道路を走行する区間の始点及び終点となる交差点名を記載するものとし、方向の欄には、交差点での進行方向（例えば、右折、左折、直進の別。）を記載するものとする。

　４　所要時間の欄には、移動実測時間のうち合計で最長の時間となった実測時における各区間の所要時間を記載するものとする。

　５　通常移動時間とは、道路交通法の規定及び同法に基づく命令の規定を遵守して信書便物の送達に用いる送達手段で移動した場合に通常要する時間をいう。

　６　引受等所要時間とは、信書便物の引受け及び区分に要する時間をいう。

　７　最長距離経路とは、提供区域又は区間において信書便物の送達に用いる経路のうち、距離が最も長いと考えられる一の経路をいう。

８　用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とすること。










